[bookmark: _heading=h.mtuyki3epk2p]栗東市地域おこし協力隊（奥こんぜ魅力発信 地域連携コーディネーター）募集要項（会計年度任用型）

栗東市 は、滋賀県の南部に位置する人口約７万人の小さなまちです。
市内には、JR東海道本線や名神高速道路、国道1号・８号などの主要幹線が通り、交通の利便性が高く大阪や京都へアクセスしやすい立地にあります。
市の南部は緑豊かな山間地域、北部は市街地や農地の広がる平坦地で、変化に富んだ地域性を持っています。
都会すぎず田舎すぎない便利な暮らしが叶う栗東市の特筆すべき特徴は、合計特殊出生率の高さです。直近の調査では、本州で№１の高さを誇り、若い世代に選ばれているまちと言えます。
　今回活動していただく奥こんぜには、琵琶湖を一望できる金勝山、広大な森林を活用した自然の中で体を動かすアクティビティ施設など資源が豊富にあります。
大阪までは１時間程度でアクセスできる立地の良さもあり、田舎を感じつつも都会まで簡単に移動ができるハイブリッドな場所に位置しています。
そんなトカイナカな栗東市で暮らしながら、まちづくりに協力してみませんか？

１．募集人員
地域連携コーディネーター　１名
（奥こんぜの地域団体が提案する観光コンテンツや奥こんぜの関係人口創出に向けた営業の役割）
２．ミッション
（募集の背景）
　奥こんぜでは人口減少、高齢化が進んでいます。そこで、地域を盛り上げるべく地域住民の方が団体を立ち上げ、地域が存続できるようさまざまなイベントなどの取組を実施されています。栗東市では初となる地域おこし協力隊を導入し、地域団体の取組や奥こんぜの魅力ある観光地を広報していただき、外部から人を呼びこみ、地域のにぎわい創出に取組んでいただくため、「地域おこし協力隊員」を募集します。

（目的）
　栗東市では奥こんぜの魅力をもっと多くの方に届けるため、栗東市で初の地域おこし協力隊を募集します。奥こんぜは、都市部への人口流出や高齢化が進み、過疎化が進んでいる地域です。奥こんぜには、「金勝山」をはじめ「九品の滝」や「金勝寺」など魅力的な観光スポットが多く存在しています。また、地域の存続を考え、さまざまなイベントの企画・運営をされている地域団体があります。地域おこし協力隊員には、奥こんぜの魅力や地域団体の活動内容を多くの方に発信し、にぎわい創出に取組んでいただきます。
奥こんぜ地域の「金勝山」「九品の滝」「金勝寺」などの魅力的な地域資源と、地域住民が主体的に取り組む地域活動の魅力を再発掘・発信し、その活力を地域外に届けることを目指します。
　本業務にあたる地域おこし協力隊員には、現在活動中の地域団体の方々と連携し、地域資源の活用や地域団体の活動を積極的にPRし、関係人口の創出を通じて、地域のにぎわいと持続的発展の基盤の確立を目的とします。

（目標）
　　・奥こんぜの魅力をさまざまな人に届け、地域のにぎわい創出及び維持発展につなげる。





（奥こんぜ地域の紹介）
手原駅から車で約15分（約7km程度）

【奥こんぜの主なイベント】
6月  大人も子どももどろんこ　お田植え体験
ホタルの鑑賞会
9月  昔ながらの手刈りで収穫・稲刈り体験
10月 ハーベスタ イン走井秋の収穫祭
1月  左義長 さぎっちょ


（活動内容）
〈1．連携・営業活動〉
・奥金勝と地域外をつなぎ、人の往来を生むための対外的な関係づくり
・地域の魅力や取り組みを教育機関や企業などに向けて紹介し、観光ツアーの企画を通じて人とのつながりを広げていく活動
・地域の日常や価値を再発見、再評価し関係づくりを通して地域外に届ける活動

〈2．企画・受入調整〉
・地域団体と協働したイベント等の企画・調整
・他協力隊隊員と連携したイベント等の企画・調整

〈3．広報・発信　〉
・奥こんぜの魅力を伝えるための広報企画の立案
・ SNS アカウント（Instagram 等）の開設・運用
・ HP・広報紙等への掲載内容の企画
・移住フェアなどに参加し奥こんぜへの関係人口を創出


3．着任後のロードマップ（目安）
（3 年間の過ごし方のイメージ）
【１年目】
・地域を知り、地域住民や地域団体とのつながりを広げる
・移住フェア等の来客者に対して紹介できる素材やネタを発掘
・地域行事に参加し、地域の魅力を発見する
・地域外の連携先の開拓

【２年目】
・地域団体や学生や企業と連携したツアーコンテンツの企画
・観光協会などの地域団体と連携し、奥こんぜの魅力を伝える為のイベント企画
・地域住民と外部の人が交流できる場を仕掛け、関係人口を可視化する

【３年目】
・奥こんぜのあり方について地域の方とワークショップなどの企画
・地域、観光協会と連携し新たなイベントの企画・運営
・定期的な観光ツアーや体験プログラムの企画・運営

（3年後のイメージ）
地域連携コーディネーターとして、奥こんぜの魅力を伝え地域活性化に取り組むとともに地域との信頼関係を築きながら発信の中心を担う存在が理想です。
協力隊任期後は、以下のようなキャリアが想定されます。
　・観光ツアー等の企画営業としての就職
・観光ツアー企画営業会社としての開業
・地域団体の企画アドバイザーとして継続関与


（こんな人に向いてます）
  地域の声を丁寧に聞き取り、魅力を整理して伝えることが好きな人
  情報発信や企画に興味があり、自分なりの表現方法を試してみたい人
  地域の人と一緒に活動し、関係性を築いていける人
  都市と田舎の両方の生活を楽しみたい人
  自然が好きで、地域の特色を活かした発信に関心がある人

（この企画の魅力ポイント）
奥こんぜには地域を盛り上げたいと考える住民の方や団体が多く、協力隊員の受入れにも非常に協力的で、ワークショップなどにも積極的に参加頂いています。
　また、栗東市初となる地域おこし協力隊の為、市の職員や地域の方みんなが初心者です。初めて地域おこし協力隊員として活動する方大歓迎です。

４．募集対象 
隊員は、次に掲げる要件を全て満たす者とする。
（１）次のいずれかに該当する者
ア　３大都市圏をはじめとする都市地域等（国要綱に係る「特別交付税措置に係る地域用件確認表」において、本市に転出した場合に、特別交付税の対象となる地域をいう。）から本市に住民票を異動し、生活の拠点を移す者。
イ　他の市町村において地域おこし協力隊員であった者（同一地域において２年以上活動し、かつ、解嘱後１年以内の者に限る。）又は海外に在留し市町村が備える住民基本台帳に登録されていない者であって、本市に住民票を異動することができる者。
ウ　語学指導等を行う外国青年招致事業（以下この号において「ＪＥＴプログラム」という。）を終了した者（ＪＥＴプログラム参加者として２年以上活動し、かつ、ＪＥＴプログラムを終了した日から１年以内の者に限る。）。
（２）地域住民とのコミュニケーションを築きながら、地域協力活動に意欲と情熱を持ち、かつ、積極的に活動できる者。
（３）隊員としての活動終了後も本市に定住し、起業、就業又は事業承継する意欲のある者。
（４）地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第１６条に規定する欠格条項に該当しない者。
（５）普通自動車免許を取得している方（または、活動開始日までに取得が見込める方）
（６）パソコンの基本的な操作（ワード/エクセル/パワーポイント/メール等）ができる方


５．勤務地
滋賀県栗東市内（主に奥こんぜ地域が中心）

６．任用形態
（１）栗東市地域おこし協力隊実施要綱に基づき、地方公務員法第２２条の２第１項第１号に規定するパートタイム会計年度任用職員として市長が任用します。

７．勤務日数等 
（１）週４日（週31時間）、1日あたり７時間４５分を基準とします。
（２）活動時間帯及び曜日は、活動内容によって変動します。

８．任用予定時期及び任用期間
任用予定時期：令和８年５月１日以降 
※栗東市と内定者との相談の上、決定します。
任用期間：初年度は任用の日から令和９年３月31日までの任用期間となります。
※活動状況・実績等を勘案し、任用日から最長３年まで延長します。

９．報酬等 
（１）月額：170,000円程度（期末・勤勉手当等含む年収見込み額３００万円程度）
　　期末、勤勉手当　４．６５ヶ月分
　　※期末、勤勉手当は在職期間や人事院勧告等に応じて変更となる場合があります。
　　※毎月月末締め、翌月21日口座振込
※時間外勤務手当、通勤手当は別途支給します。会計年度任用職員はその他の扶養手当等は支給対象外となります。
※所得税、社会保険料等の本人負担分が差し引かれます。
※退職手当の支給はありません。
※初年度について、月途中で任用した場合は、日割り計算して支払います。

１０．待遇及び福利厚生  
（１）社会保険料（健康保険、厚生年金、雇用保険）に加入します。
（２）住居は隊員に賃貸または購入してもらいます。賃貸の場合のみ、家賃補助として毎月上限6万円、初期費用（敷金を除く）として上限１０万円を活動費として支給します。食費、光熱水費、自治会費等は隊員の負担となります。
（３）活動に使用する車両等については、市が貸与します。
※活動に使用する車両は、業務外で使用することはできません。

1１. 活動経費
　　（１）活動に要する経費（活動旅費、消耗品費、研修会参加費等）は、別途、市の予算の範囲内で必要な経費及び物品等を支出又は貸与します。

1２．応募期間
　　　令和８年１月２３日（金）から令和８年３月６日（金）まで【必着】

1３. 応募方法
　　　応募先宛てに郵送・持参・メールのいずれかで受付ます。

1４．提出書類
　　①栗東市地域おこし協力隊応募申込書（写真添付）
　　②住民票（原本）※３ヵ月以内に発行されたもの。
　　③運転免許書の写し（普通自動車運転免許）
※応募書類は返却いたしません。また、提出された個人情報については本公募のみに使用し、その他の用途には使用しません。

１５．選考方法
(1) 第１次選考（書類選考）
応募書類をもとに書類選考を行います。選考結果は、応募者全員にお伝えします。
（2）第２次選考（おためし協力隊を活用した2泊3日の現地選考）
　　第１次選考合格者を対象に、栗東市役所で2泊3日の現地体験を含めた面接を行います。内容の詳細については、第１次選考結果通知の際にお知らせいたします。
※面接会場までの交通費等は、参加者負担とします。海外在住者など、栗東市への訪問が困難な場合は、オンラインでの顔合わせへの変更の相談が可能です。

開催日時 令和８年3月21日（土）～ 令和８年3月23日（月）

（３）最終選考結果の通知
面接後２週間以内に最終選考結果を文書で通知します。
（４）採用日
 　　選考合格後に相談して決定します。

１６．オンライン説明会について
　　募集期間中にオンライン説明会（zoom）を開催します。活動内容や地域状況などについて、市の担当者よりご説明し、質疑応答の時間も設けます。 
（1）開催日時  令和８年２月13日（金）１９時～２０時３０分
（2）申込締切  令和８年２月１１日（水）１７時１５分 
（３）開催URL 令和８年２月３日（火）スマウトにて申込受付を開始します。　

１７．おためし地域おこし協力隊について
　　第一次選考通過者を対象に、2泊3日の日程での現地説明会・体験会を実施します。
期間中は栗東市内を訪問し、地域住民との意見交換や、想定される業務内容（ミッション）に関係する現場の確認等を行っていただきます。
本プログラムは、応募者と地域・自治体双方が相互理解を深め、採用後のミスマッチを防ぐことを目的としており、栗東市では参加を必須としています。最終日には、現地での最終面接を実施します。参加費は無料です。なお、現地までの交通費および期間中の食費等については、参加者負担とします。（お試し地域おこし協力隊に係る宿泊費は市負担とします。）

１８．応募・お問い合わせ先
〒520-3088　滋賀県栗東市安養寺一丁目13番33号
　　栗東市役所　環境経済部商工観光労政課　　　担当：宮口
　　電話：077-551-0236
　　E-mail：shoukan@city.ritto.lg.jp
